
証券コード　7515
2019年５月13日

株 主 各 位

香川県高松市南新町４番地の６

代 表 取 締 役 社 長 佐 竹 克 彦

第59期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜りありがたく厚くお礼申しあげます。

さて、当社第59期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、

ご出席くださいますようご通知申しあげます。

なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使するこ

とができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くだ

さいまして、同封の議決権行使書用紙に各議案に対する賛否をご表示い

ただき、2019年５月28日（火曜日）午後６時までに到着するようご返送

くださいますようお願い申しあげます。

敬　具

記

１．日　　　時 2019年５月29日（水曜日）午前10時

２．場　　　所 香川県高松市国分寺町新名430番地

高松国分寺ホール

（末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照くださ

い。）

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出

くださいますようお願い申しあげます。
 

◎株主総会参考書類ならびに事業報告、連結計算書類および計算書類に

修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス

http://ww2.maruyoshi-center.co.jp）に掲載させていただきます。

◎当日は節電への取組みとして、株主の皆様におかれましては、軽装にてご出席

くださいますようお願い申しあげます。
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３．目 的 事 項

報 告 事 項
 

１．第59期（2018年３月１日から2019年２月28日ま

で）事業報告、連結計算書類ならびに会計監査人

および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
 

２．第59期（2018年３月１日から2019年２月28日ま

で）計算書類報告の件

決 議 事 項

第１号議案 資本準備金の額の減少の件

第２号議案 剰余金の処分の件

第３号議案 取締役５名選任の件

第４号議案 監査役１名選任の件

以　上
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提供書面

第59期(2018年３月１日から
2019年２月28日まで)事業報告

１．企業集団の現況

(1) 事業の経過及びその成果

①　事業の状況

　当連結会計年度（2018年３月１日～2019年２月28日）における

わが国の経済は、雇用・所得環境及び企業収益の改善が続く一方、

米国の通商政策による貿易摩擦の長期化などにより、景気の先行

きは不透明な状況が継続しております。

　小売業界におきましては、競合他社の出店や価格競争が一層激

化しているとともに、労働需給の逼迫に加え人件費関連コストの

増加、さらに、日々の買物での生活防衛意識の高まりにより低価

格志向が継続しており、業界を取り巻く環境は引き続き厳しさを

増しております。

　このような状況のもと、当社は、経営理念である「健康とおい

しさ」のキーワードに「美容」を加え、食と美をテーマとした当

社独自の商品（お弁当・惣菜類等）を開発するとともに、食の簡

便化、即食ニーズの高まりによる中食市場の取り込みに取り組ん

でおります。一方で、節約志向に対し戦略的な営業施策として「家

計応援」企画（エブリデーロープライス）を継続するとともに、

商圏内のシェア拡大を図っております。また、当社商圏内への競

合店出店が相次ぎ、業績への影響が拡大していることから、効率

化を目的とした企業体質の改善に着手いたしております。

　縮小する商圏や異業種間の競争に対応するため、店舗規模の縮

小化を図り、地域や店舗の特性に合った商品を選択し集中的に品

揃えすることで、競合他社との更なる差別化を進めており、新し

いモデル店舗（グランデリーズ）を確立すべく、２号店となるグ

ランデリーズ飯山店（香川県丸亀市）を2018年４月に出店いたし
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ました。

　このような取り組みの結果、当連結会計年度の売上高は、387億

95百万円（前期比1.2％減）、営業利益は２億24百万円（前期比

41.8％減）、経常利益は１億68百万円（前期比44.5％減）、親会

社株主に帰属する当期純損失は５億25百万円（前期は１億39百万

円の親会社株主に帰属する当期純損失）となりました。

企業集団の事業別売上状況

売 上 高
（百万円）

構 成 比 率
（％）

前期比増減率
（％）

食 品 36,241 93.5 △0.5

雑 貨 2,294 5.9 △7.4

衣 料 173 0.4 △29.8

小 売 事 業 38,708 99.8 △1.1

そ の 他 86 0.2 △30.5

計 38,795 100.0 △1.2

②　設備投資の状況

　当連結会計年度中に行った設備投資総額は、17億19百万円であ

りますが、この資金については一部を借入金で充当いたしました。

（小売事業）

当連結会計年度中の主な出店

2018年４月　グランデリーズ飯山店　香川県丸亀市　７億79百万円

③　資金調達の状況

　当連結会計年度中において、事業資金に充当するために金融機

関から32億円の資金調達を行いました。
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④　対処すべき課題

　今後の見通しにつきましては、当社を取り巻く外部環境はなお

厳しく、人口減少や可処分所得の縮小、また、節約志向などによ

る個人消費の伸び悩み、さらに、2019年10月には消費税率の引き

上げが予定されるなど、引き続き予断を許さない状況であります。

　当社は「健康とおいしさ」の経営理念に基づき、顧客にライフ

スタイル提案のできる店舗を構築するとともに、グランデリーズ

モデルの中小型店の開発を進めてまいります。

　また、より迅速で確実な政策実現を目的に、経営と店舗とが情

報交換や意思の伝達をよりスムーズに行えるよう、組織のフラッ

ト化を行ってまいります。

　さらに、今後は、当社のコンセプトである「健康とおいしさ」

に「美容」を加え、食と美の切り口から消費者のニーズに応える

ことで、将来に向けて新たな市場の開拓を図ってまいります。

　その他、消費者の食の安全や健康に対する関心に対応するため、

自社製造商品の開発強化や品質にこだわった商品仕入等、価値あ

る商品の開発と提供も引き続き行ってまいります。

　なお、セミセルフレジを導入することで、省力化にも取り組ん

でまいります。
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(2) 財産及び損益の状況の推移
（単位：百万円）

第56期
2015年度

第57期
2016年度

第58期
2017年度

第59期
(当連結会計年度)

2018年度

売 上 高 41,058 40,410 39,265 38,795

経 常 利 益 699 424 304 168

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当期純利益又は親会社株主
に帰属する当期純損失(△)

△328 159 △139 △525

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失(△)

△432円53銭 211円88銭 △185円45銭 △698円29銭

純 資 産 1,885 2,160 2,000 1,468

総 資 産 18,281 17,959 17,222 17,082

（注）　当社は、2018年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を

行っております。これに伴い、第56期の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失（△）を算定しております。
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(3) 重要な子会社の状況

会 社 名 資本金(百万円)
議決権比率
（％）

主 な 事 業 内 容

株 式 会 社 フ レ ッ シ ュ デ ポ 50 100.0 食 品 製 造 業

株 式 会 社 レ ッ ク ス 360 70.0 物流センター運営業

(4) 主要な事業内容（2019年２月28日現在）

　当社グループは、子会社２社、関連会社１社で構成され、小売事

業等の事業活動を展開しております。

(5) 主要な事業所（2019年２月28日現在）

本　　社 香川県高松市南新町４番地の６

本　　部 香川県高松市国分寺町国分367番地１

小売事業 当社スーパーマーケット店舗　マルヨシセンタ

ー茜町店他香川県、徳島県、愛媛県、兵庫県に

36店舗

当社加工センター等　生鮮加工センター他香川

県に１ヵ所

製造センター（㈱フレッシュデポ　香川県）

物流センター（㈱レックス　香川県）

そ の 他 当社レストラン店舗　ミケイラ香川県に１店舗

モーターボートの販売・保管業（㈱高松マリー

ナー　香川県）
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(6) 従業員の状況（2019年２月28日現在）

①　企業集団の従業員の状況

事 業 セ グ メ ン ト 従業員数（名） 前期末比増減（名）

小 売 事 業 523 △11

そ の 他 3 －

合 計 526 △11

（注）　上記従業員には、パートタイマーの人数は含まれておりません。なお、パートタ

イマーの期中平均人員（１日８時間換算）は1,481名であります。

②　当社の従業員の状況

区 分
従 業 員 数（名）

平 均 年 齢 平均勤続年数
当 期 末 前期末比増減

男 子 366 △5 42歳1ヵ月 15年5ヵ月

女 子 83 △4 39歳3ヵ月 13年3ヵ月

合 計 又 は 平 均 449 △9 41歳6ヵ月 15年1ヵ月

（注）　上記従業員には、パートタイマーの人数は含まれておりません。なお、パートタ

イマーの期中平均人員（１日８時間換算）は1,245名であります。

(7) 主要な借入先（2019年２月28日現在）

借 入 先 借 入 金 残 高 （ 百 万 円 ）

株 式 会 社 百 十 四 銀 行 2,952

株 式 会 社 阿 波 銀 行 1,761

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 879

株 式 会 社 中 国 銀 行 795

株 式 会 社 高 知 銀 行 684

株 式 会 社 四 国 銀 行 642
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２．会社の株式に関する事項（2019年２月28日現在）

(1) 発行済株式の総数 874,999株

(2) 株主数 467名

(3) 上位10名の株主

株 主 名 持 株
 

数（株） 持株比率（％）

佐 竹 睦 子 92,500 12.19

マルヨシセンター取引先持株会 77,900 10.26

有 限 会 社 佐 竹 興 産 49,900 6.57

株 式 会 社 百 十 四 銀 行 37,900 4.99

株 式 会 社 阿 波 銀 行 37,900 4.99

マルヨシセンター従業員持株会 27,539 3.63

佐 竹 克 彦 25,900 3.41

黒 田 泰 弘 24,400 3.22

ロ ー ジ ー 　 　 美 　 　 佳 17,000 2.24

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 15,000 1.98

（注）持株比率は自己株式（116,063株）を控除して計算しております。

３．会社の新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項

(1) 取締役及び監査役の氏名等

氏 名 地 位 及 び 担 当 重 要 な 兼 職 の 状 況

佐 竹 克 彦 代 表 取 締 役 社 長

伊 東 栄 治 取締役副社長　経営改革本部長

加 藤 宏 道 取締役副社長　ＢＯ戦略本部長

小 笠 原 　 將 　 仁 取 締 役 　 管 理 本 部 長

大 下 秀 樹 取 締 役
公認会計士大下秀樹事務所所長
税理士法人大下会計社員

多 田 好 克 常 任 監 査 役

五 十 嵐 　 正 　 昭 監 査 役

川 東 祥 次 監 査 役 川東法律事務所所長

（注）１．取締役の大下秀樹は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。

２．取締役の大下秀樹は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する

相当程度の知見を有するものであります。

３．常任監査役の多田好克は、監査役就任前の26年間当社の経理業務を担当してお

り、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

４．監査役の五十嵐正昭及び川東祥次は、会社法第２条第16号に定める社外監査役

であります。

５．監査役の川東祥次は、弁護士の資格を有しており、法務に関する相当程度の知

見を有するものであります。

６．小比賀吉男氏は、2018年５月25日開催の第58期定時株主総会の終結の時をもっ

て取締役を辞任いたしました。

(2) 責任限定契約の内容の概要

　当社と社外取締役及び各監査役は会社法第427条第１項の規定に

基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結し

ております。

　同契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任

限度額であります。
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(3) 取締役及び監査役の報酬等の額

取締役 ６名 95,112千円

監査役 ３名 14,764千円

合　計 ９名 109,876千円（うち社外役員３名　10,560千円）
 

（注）１．報酬等の額には当事業年度に係る役員退職慰労引当金繰入額6,300千

円（取締役5,900千円、監査役400千円）を含めております。
 

２．上記の取締役の支給人員には、2018年５月25日開催の第58期定時株主

総会の終結の時をもって退任した取締役１名を含んでおります。

(4) 社外役員に関する事項

①　他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との

関係

　取締役大下秀樹氏は、税理士法人大下会計の社員であります。

当社は、同法人との間で税理士顧問契約を締結しております。

②　当期における主な活動状況等

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

社外取締役 大 下 秀 樹
当期開催の取締役会14回のうち全てに出席し、主に公
認会計士としての専門的見地からの発言を行っており
ます。

社外監査役 五十嵐　正　昭
当期開催の取締役会14回のうち13回、また、当期開催
の監査役会14回のうち13回に出席し、発言を適宜行っ
ております。

社外監査役 川 東 祥 次
当期開催の取締役会14回のうち13回、また、当期開催
の監査役会14回のうち13回に出席し、主に弁護士とし
ての専門的見地からの発言を行っております。
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５．会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称　　　太陽有限責任監査法人

(2) 責任限定契約の内容の概要

　当社と会計監査人は会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。

　同契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任

限度額であります。

(3) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

①　公認会計士法第２条第１項の業務に係る報酬等の額

18,500千円

②　当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の

合計額 18,500千円
 

（注）１．当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融

商品取引法に基づく監査の報酬等の額は区分しておらず、実質的にも

区分ができないため、報酬等の額にはこれらの合計額を記載しており

ます。
 

２．監査役会は、会計監査人の監査の実施状況、監査計画及び報酬見積り

の相当性などを確認し検討した結果、会計監査人の報酬等の額につい

て同意をしております。

(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

　当社では、会計監査人が会社法第340条第１項に定められている解

任事由に該当する状況にあり改善の見込みがないと判断した場合、

監査役全員の同意に基づき、監査役会が会計監査人を解任する方針

です。

　また、そのほか会計監査人の職務を適切に遂行することが困難で

あると認められる場合、又は監査の適正性をより高めるために会計

監査人の変更が妥当であると判断される場合には、監査役会は、株

主総会に提出する会計監査人の選任及び解任並びに会計監査人を再

任しないことに関する議案の内容を決定いたします。
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６．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況

(1) 取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確

保するための体制

①　法令遵守の方針に基づき、関連する社内規程等を整備し、コン

プライアンス重視のための経営指針「コンプライアンス行動基

準」を制定している。また、取締役及び執行役員は、自ら率先し

てこれらを遵守するとともに、使用人への周知徹底を図り、一層

のコンプライアンス重視の企業風土を培う。

②　取締役の職務執行に係る内部統制については、監査役の監視機

能の実効性向上に努め、使用人の業務執行の内部統制については

監査室の監査業務の一環として行う。また、監査役と監査室は連

携を緊密にする。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役の職務執行に係る情報・文章等については、法令及び当

社の社内規程に基づき、適切に保存・管理し、取締役、監査役及

び社内の権限に応じた者が、閲覧できるものとする。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　事業等のリスクを適切に管理するためリスク管理規程を制定し、

経営会議の下に「リスク管理委員会」を設置し、各部門のリスク

管理の推進と経営が管理すべき“重要なリスク”の決定とリスク

の発生に対処する体制作りを行う。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体

制

①　毎月１回開催する定時取締役会のほか必要に応じて臨時取締役

会を適宜開催する。

－ 13 －

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況



②　業務執行のための意思決定をより機動的に行うために、毎週１

回全社的な課題を討議する経営会議を開催するほか、特定の範囲

の重要事項については開発会議等を会議規程に基づき開催して取

締役会への付議事項を効率的に決定する。

③　執行役員制度を導入しており、取締役会の決議により使用人の

中から執行役員を選任し、取締役会の意思決定の機動性を高める

とともに業務執行の効率化を図る。

(5) 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保する

ための体制

①　子会社の取締役及び使用人の職務の執行に係る事項の当社への

報告に関する体制

　関係会社管理規程に基づき、案件の重要度に応じ承認又は報告

体制をとる。

②　子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　子会社の事業等のリスクを適切に管理するため、リスク管理規

程を制定し親会社と合同の「リスク管理委員会」を設置し、リス

クの発生に対処する体制作りを行う。

③　子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保す

るための体制

　子会社の職務権限規程を整備し意思決定を効率的に行うほか、

当社グループ共通のイントラ環境を活かし、情報の共有に努める。

④　子会社の取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合す

ることを確保するための体制

　親会社と同様の「コンプライアンス行動基準」を制定し、子会

社の取締役は親会社のコンプライアンス委員会に出席する。また、

親会社の通報制度に子会社も含める。
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⑤　その他業務の適正を確保するための体制

　当社は、子会社の自主性、独立性を尊重しつつ、その事業運営

に対し、支援をするとともに経営全般に対する管理を行う。

(6) 監査役がその補助すべき使用人を置くことを求めた場合における

当該使用人に関する事項並びにその使用人の取締役からの独立性に

関する事項

　監査役が必要とした場合、その要請により監査役の職務を補助

する使用人を置くものとする。なお、監査を補助する使用人は業

務執行に係る役職を兼務せず、またこの補助者の人事異動、人事

考課、懲罰については、監査役会の意見を尊重する。

(7) 監査役を補助すべき使用人への指示の実効性の確保に関する体制

　監査役の要請により監査役の職務を補助する使用人を置く場合

は、監査役の指揮命令に従う旨社内規程を整備し、取締役、使用

人に周知徹底する。

(8) 当社及び子会社の取締役及び使用人並びに子会社監査役が監査役

に報告するための体制その他監査役への報告に関する体制

①　当社及び子会社の取締役及び使用人並びに子会社監査役は、業

務執行に関してコンプライアンスに抵触する事実を知ったときに

は、直ちに監査役に報告することを義務付ける。

②　監査役はいつでも、稟議書や経営会議等各種会議の議事録及び

資料を閲覧できるとともに、当社及び子会社の取締役及び使用人

並びに子会社監査役に報告を求めることができる。
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(9) 当社及び子会社の取締役及び使用人並びに子会社監査役が、監査

役に報告したことによる不利な取り扱いを受けないことを確保する

ための体制

　監査役に報告したことを理由とする不利益処分及びその他の不

当な扱いを禁止するとともに、子会社にもその徹底を図る。

(10) 監査役の職務執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きそ

の他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方

針に関する事項

　監査役の職務の執行について支出する費用は、当該監査役の職

務執行に必要でないことを証明した場合を除き、速やかに処理を

する。また、監査役の職務の執行により生ずる費用は、一定の予

算措置を講ずる。

(11) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体

制

　取締役及び使用人は、監査役の要請事項に対し、積極的に協力

することを義務付けるとともに、監査役は必要に応じて、会計監

査人、弁護士など各分野の専門家を活用できるものとする。

(12) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　当事業年度における当該体制の主な運用状況は、以下のとおり

であります。

①　代表取締役社長、取締役副社長２名、取締役、常勤の監査役、

監査室長のほか重要な事業部門のマネジャー等が出席して、「コ

ンプライアンス委員会」を開催いたしました。当該委員会にお

いて、コンプライアンス行動基準の見直し、前事業年度に発生

した事故内容及び処置の報告、行政調査に関する報告、法改正

への対応等の報告等を行いました。また、内部通報制度による

通報内容の報告も行いました。
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②　取締役会は、当事業年度において14回開催され、法令又は定

款に定められた事項及び経営上重要な事項の決議を行うととも

に、取締役の業務執行状況等の監督を行いました。また、毎週

月曜日には、当社取締役全員、子会社代表取締役社長及び常勤

の監査役が出席して経営会議を開催しているほか、当社取締役、

執行役員が出席しての業務執行会議を行い、経営方針、営業戦

略、人事戦略等の重要事項について審議し、職務執行の効率性

を確保しております。

③　当社子会社につきましては、当社取締役が複数名子会社の取

締役を兼務し、子会社の取締役会に出席するほか、100％子会社

の代表取締役社長が出席する当社経営会議において、子会社の

重要な案件について協議、承認を行っております。また、当社

規程に基づき、経営戦略室が子会社の管理体制を整備し、統括

しております。

④　監査役会は、当事業年度において14回開催され、各監査役は、

監査に関する重要な事項について協議、決議を行っております。

　また、常勤の監査役は、取締役会、経営会議のほか、経営戦

略会議、コンプライアンス委員会などの重要会議への出席及び

稟議書などの閲覧により、監査の実効性の確保を図っておりま

す。
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連 結 貸 借 対 照 表

（2019年２月28日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

商 品

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

器 具 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

差 入 保 証 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

繰 延 資 産

社 債 発 行 費

2,976,204

1,225,114

152,270

1,378,407

69,889

150,521

14,100,408

11,854,344

4,321,082

324,795

335,019

6,730,989

78,812

63,644

512,004

1,734,060

337,401

552,472

816,705

56,481

△29,000

6,015

6,015

流 動 負 債 7,325,303

買 掛 金 2,339,497

短 期 借 入 金 1,450,000

１年内償還予定の社債 135,000

１年内返済長期借入金 2,350,616

未 払 法 人 税 等 50,720

賞 与 引 当 金 118,696

ポ イ ン ト 引 当 金 31,726

そ の 他 849,046

固 定 負 債 8,288,560

社 債 481,000

長 期 借 入 金 6,372,607

リ ー ス 債 務 58,812

退職給付に係る負債 1,117,041

役員退職慰労引当金 64,980

資 産 除 去 債 務 112,747

そ の 他 81,371

負 債 合 計 15,613,864

純 資 産 の 部

株 主 資 本 1,342,279

資 本 金 1,077,998

資 本 剰 余 金 813,528

利 益 剰 余 金 △34,734

自 己 株 式 △514,512

その他の包括利益累計額 △11,685

その他有価証券評価差額金 15,357

退職給付に係る調整累計額 △27,042

非支配株主持分 138,169

純 資 産 合 計 1,468,764

資 産 合 計 17,082,628 負債及び純資産合計 17,082,628
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連 結 損 益 計 算 書

(自　2018年３月１日
至　2019年２月28日)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 38,795,316

売 上 原 価 29,327,359

売 上 総 利 益 9,467,957

そ の 他 営 業 収 入 1,319,878

営 業 総 利 益 10,787,835

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 10,562,931

営 業 利 益 224,904

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 7,747

受 取 保 険 金 1,602

受 取 手 数 料 6,282

未 回 収 商 品 券 受 入 益 3,974

リ サ イ ク ル 材 売 却 益 13,308

そ の 他 11,890 44,805

営 業 外 費 用

支 払 利 息 92,828

そ の 他 8,061 100,890

経 常 利 益 168,819

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 14,223

減 損 損 失 466,132

関 係 会 社 株 式 清 算 損 10,320

投 資 有 価 証 券 評 価 損 110,574

そ の 他 880 602,130

税 金 等 調 整 前 当 期 純 損 失 433,311

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 57,426

法 人 税 等 調 整 額 17,951 75,378

当 期 純 損 失 508,689

非支配株主に帰属する当期純利益 16,673

親会社株主に帰属する当期純損失 525,363
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連結株主資本等変動計算書

(自　2018年３月１日
至　2019年２月28日)

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,077,998 813,528 513,396 △514,482 1,890,440

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △22,768 △22,768

親会社株主に帰属する当期純損失（△) △525,363 △525,363

自 己 株 式 の 取 得 △29 △29

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 － － △548,131 △29 △548,161

当 期 末 残 高 1,077,998 813,528 △34,734 △514,512 1,342,279

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

非支配株主持分 純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括
利益累計額合計

当 期 首 残 高 △4,057 △7,294 △11,352 121,611 2,000,700

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △22,768

親会社株主に帰属する当期純損失(△) △525,363

自 己 株 式 の 取 得 △29

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

19,414 △19,747 △333 16,558 16,225

連結会計年度中の変動額合計 19,414 △19,747 △333 16,558 △531,936

当 期 末 残 高 15,357 △27,042 △11,685 138,169 1,468,764
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連　結　注　記　表
〔連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記〕

１．連結の範囲に関する事項

連 結 子 会 社 ２社　㈱フレッシュデポ、㈱レックス

２．持分法の適用に関する事項

持分法非適用関連会社　　１社　㈱高松マリーナー

　持分法非適用関連会社は連結純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、

かつ全体としても重要性がないため、持分法を適用せず、原価法により評価してお

ります。

３．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

有 価 証 券

その他有価証券

時価のあるもの…　期末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定しております。）

時価のないもの…　移動平均法による原価法

た な 卸 資 産 … 主として、売価還元法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）を採

用しております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産 … 主として、定額法によっております。

（リース資産を除く）

無形固定資産 … 定額法

（リース資産を除く）

リ ー ス 資 産 … リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

(3) 重要な引当金の計上基準

貸 倒 引 当 金 … 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個

別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお

ります。

賞 与 引 当 金 … 従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当連

結会計年度対応額を計上しております。

ポイント引当金 … 顧客に付与されたポイントの使用による費用発生に備え

るため、当連結会計年度末において将来使用されると見

込まれる額を計上しております。

役員退職慰労引当金…　役員に対する退職慰労金の支払に備えるため、内規に基

づく当連結会計年度の期末要支給額を計上しております。
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４．退職給付に係る会計処理の方法

(1) 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に

帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

(2) 数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期

間以内の一定の年数（８年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌

連結会計年度から費用処理することとしております。

未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部におけるそ

の他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

５．その他連結計算書類作成のための重要な事項

(1）繰延資産の処理方法

社 債 発 行 費 … 社債の償還期間にわたり利息法により償却しておりま

す。

(2）のれんの償却に関する事項

のれんの償却は11年間で均等償却を行っております。

(3）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理方法は税抜方式を採用しております。

(4）連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は連結決算日と一致しております。

〔連結貸借対照表に関する注記〕

１．担保提供資産及び対応債務

担 保 提 供 資 産

建 物 及 び 構 築 物 2,114,004千円

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 7,349千円

土 地 5,389,142千円

投 資 有 価 証 券 190,115千円

投資その他の資産その他 1,500千円

計 7,702,112千円

担保資産に対応する債務

短 期 借 入 金 1,002,950千円

１年内返済長期借入金 1,178,475千円

長 期 借 入 金 3,714,826千円

買 掛 金 12,320千円

流 動 負 債 そ の 他 559千円

計 5,909,131千円

　上記のほか、商品券の発行に関連し「資金決済に関する法律」に基づき、現金60,000

千円、投資有価証券30,108千円を供託しております。

２．有形固定資産の減価償却累計額 17,171,156千円
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３．保 証 債 務

　西淡まちつくり㈱の中小企業高度化資金借入に係る当社元取締役の兵庫県への連

帯保証について再保証をしております。

当社　元代表取締役　　佐竹　文彰 214,160千円

（注）　当社元代表取締役佐竹文彰は2015年12月４日に逝去しましたが、当該保証

債務についての手続きは行われておりません。保証が発生した場合、当社

が再保証を行います。

〔連結株主資本等変動計算書に関する注記〕

１．連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普 通 株 式 874,999株

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決 議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

2018年５月25日
定 時 株 主 総 会

普通株式 22,768 3.0 2018年２月28日 2018年５月28日

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年

度となるもの

該当事項はありません。

〔金融商品に関する注記〕

１．金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、社債及び銀行等金

融機関からの借入により資金を調達しております。

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクにさらされております。投資有価証券

は、主に商品券の供託目的の国債及び業務上の関係を有する企業の株式であります。

これらの株式は、市場価格の変動リスクにさらされておりますが、定期的に時価を取

締役会に報告しております。差入保証金は、主に店舗の賃貸借契約に基づく保証金の

預託であり、差入先の信用リスクにさらされております。当該リスクについては、差

入先の信用状況を定期的に把握することを通じて、リスクの軽減を図っております。

　営業債務である買掛金は、２ヶ月以内の支払期日となっております。社債及び借入

金は、年度資金と設備投資を目的とした資金で、返済期限は最長９年であります。こ

のうち一部は、金利の変動リスクにさらされております。
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２．金融商品の時価等に関する事項

　2019年２月28日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこ

れらの差額については次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困

難と認められるものは含まれておりません。

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

(1) 現 金 及 び 預 金 1,225,114 1,225,114 -

(2) 売 掛 金 152,270 152,270 -

(3) 有価証券及び投資有価証券 326,908 326,908 -

(4) 差 入 保 証 金 ※ 448,403 432,880 △15,522

資 産 計 2,152,697 2,137,174 △15,522

(1) 買 掛 金 2,339,497 2,339,497 -

(2) 短 期 借 入 金 1,450,000 1,450,000 -

(3) 未 払 法 人 税 等 50,720 50,720 -

(4) 社債（１年内償還予定の社債を含む） 616,000 615,496 △503

(5) 長期借入金(1年内返済長期借入金を含む) 8,723,223 8,739,704 16,481

負 債 計 13,179,441 13,195,418 15,978

※差入保証金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。

（注）１．金融商品の時価の算定方法及び有価証券取引に関する事項

資産

(1）現金及び預金並びに(2）売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることか

ら、当該帳簿価額によっております。

(3）投資有価証券

これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所

の価格又は取引金融機関から提示された価格によっております。

(4）差入保証金

当社では、差入保証金の時価の算定は、その将来キャッシュ・フローを国

債の利回りなど適切な指標により割り引いた現在価値により算定しており

ます。

また、貸倒懸念債権については、回収見込額により時価を算定しておりま

す。
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負債

(1）買掛金、(2）短期借入金並びに(3）未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることか

ら、当該帳簿価額によっております。

(4）社債並びに(5）長期借入金

これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規資金調達を行った

場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

　　　２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）

区 分 連結貸借対照表計上額

非 上 場 株 式 10,492

差 入 保 証 金 339,301

（非上場株式）

　これらについては、市場価格がなく時価を把握することが極めて困難と認め

られることから、「(3）投資有価証券」には含めておりません。

（差入保証金）

　差入保証金の一部においては、返還時期の見積りができず時価を把握するこ

とが極めて困難と認められることから、「(4）差入保証金」には含めておりま

せん。

〔１株当たり情報に関する注記〕

１．１株当たり純資産額 1,768円57銭

２．１株当たり当期純損失 698円29銭

（注）　当社は、2018年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を

行っております。これに伴い、当連結会計年度の期首に当該株式併合が行われた

と仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純損失を算定しております。

〔重要な後発事象に関する注記〕

　（固定資産の譲渡）

　　当社は、2018年12月28日開催の取締役会において、下記のとおり固定資産の譲渡を決

議し、2019年１月18日付で売買契約を締結いたしました。

１．譲渡の理由

　当社店舗である「山越店」について、2019年３月における閉鎖を決定したことから、

資産の効率化及び財務体質の向上を図るため売却するものであります。
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２．譲渡資産の内容

資 産 の 名 称 当社山越店

所 在 地 愛媛県松山市山越三丁目13番18号

資 産 の 概 要 建物　延床面積　5,992㎡（地下１階付平屋建）

現 況 店舗（山越店）

３．譲渡先の内容

　譲渡先、譲渡価格については、譲渡先との守秘義務契約により開示は控えさせてい

ただきます。なお、譲渡先は国内法人１社ですが、当社との間には、資本関係、人的

関係はなく、また当社の関連当事者には該当しません。

４．譲渡の日程

　物件引渡日　　2019年４月26日（予定）

５．当該事象の連結損益に与える影響

　当該固定資産の譲渡に伴い、2020年２月期において、固定資産売却益170,000千円

（概算）を特別利益として計上する見込であります。
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貸　借　対　照　表

（2019年２月28日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

商 品

前 払 費 用

未 収 入 金

繰 延 税 金 資 産

その他の流動資産

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 装 置

車 両 及 び 運 搬 具

器 具 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

借 地 権

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

出 資 金

長 期 貸 付 金

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

差 入 保 証 金

そ の 他 の 投 資 等

貸 倒 引 当 金

繰 延 資 産

社 債 発 行 費

2,676,229

929,826

114,670

1,339,362

103,974

109,660

62,780

15,954

13,646,245

11,027,684

3,846,720

214,185

73,091

331

314,908

6,435,989

78,812

63,644

456,586

234,676

48,426

173,483

2,161,974

326,607

487,900

1,640

8,450

11,551

517,891

812,979

23,955

△29,000

6,009

6,009

流 動 負 債 7,278,317
買 掛 金 2,535,082

短 期 借 入 金 1,450,000

１年内返済長期借入金 2,229,349

リ ー ス 債 務 30,721

未 払 金 386,691

未 払 費 用 146,969

未 払 法 人 税 等 33,331

前 受 金 107,381

預 り 金 81,758

賞 与 引 当 金 104,000

ポ イ ン ト 引 当 金 31,726

その他の流動負債 141,305

固 定 負 債 7,894,631

社 債 481,000

長 期 借 入 金 6,094,544

リ ー ス 債 務 58,812

退 職 給 付 引 当 金 1,034,255

役員退職慰労引当金 37,900

資 産 除 去 債 務 112,747
預 り 保 証 金 75,371

負 債 合 計 15,172,948

純 資 産 の 部
株 主 資 本 1,140,239
資 本 金 1,077,998

資 本 剰 余 金 813,528

資 本 準 備 金 270,000

その他資本剰余金 543,528

利 益 剰 余 金 △261,251

その他利益剰余金 △261,251

圧 縮 積 立 金 74,328

別 途 積 立 金 200,000

繰越利益剰余金 △535,580

自 己 株 式 △490,035

評価・換算差額等 15,295
その他有価証券評価差額金 15,295

純 資 産 合 計 1,155,535
資 産 合 計 16,328,484 負債及び純資産合計 16,328,484
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損　益　計　算　書

(自　2018年３月１日
至　2019年２月28日)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 38,736,714

売 上 原 価 29,450,342

売 上 総 利 益 9,286,371

そ の 他 営 業 収 入 576,399

営 業 総 利 益 9,862,770

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 9,725,199

営 業 利 益 137,571

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 7,330

受 取 保 険 金 1,602

受 取 手 数 料 6,282

未 回 収 商 品 券 受 入 益 3,974

リ サ イ ク ル 材 売 却 益 9,624

そ の 他 8,250 37,063

営 業 外 費 用

支 払 利 息 88,678

そ の 他 7,860 96,539

経 常 利 益 78,095

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 12,970

減 損 損 失 466,132

関 係 会 社 株 式 清 算 損 10,320

投 資 有 価 証 券 評 価 損 110,574

そ の 他 880 600,877

税 引 前 当 期 純 損 失 522,781

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 25,409

法 人 税 等 調 整 額 17,672 43,081

当 期 純 損 失 565,863
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株主資本等変動計算書

(自　2018年３月１日
至　2019年２月28日)

（単位：千円）

株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計資 本

準備金

その他
資 本
剰余金

資 本
剰余金
合 計

その他利益剰余金
利益剰余金
合 計圧 縮

積立金
別 途
積立金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,077,998 270,000 543,528 813,528 82,730 200,000 44,649 327,380 △490,005 1,728,901

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △22,768 △22,768 △22,768

当 期 純 損 失 ( △ ) △565,863 △565,863 △565,863

自 己 株 式 の 取 得 △29 △29

圧 縮 積 立 金 の 取 崩 △8,402 8,402 － －

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 － － － － △8,402 － △580,229 △588,631 △29 △588,661

当 期 末 残 高 1,077,998 270,000 543,528 813,528 74,328 200,000 △535,580 △261,251 △490,035 1,140,239

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産
合 計その他有価証

券評価差額金
評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △4,387 △4,387 1,724,514

事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △22,768

当 期 純 損 失 ( △ ) △565,863

自 己 株 式 の 取 得 △29

圧 縮 積 立 金 の 取 崩 －

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額(純額)

19,683 19,683 19,683

事業年度中の変動額合計 19,683 19,683 △568,978

当 期 末 残 高 15,295 15,295 1,155,535
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個　別　注　記　表
〔重要な会計方針に関する注記〕

１．有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式…　移動平均法による原価法

その他有価証券

時価のあるもの………　期末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定しております。）

時価のないもの………　移動平均法による原価法

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

商 品 ……… 売価還元法による原価法

ただし、加工センター及び飲食店の在庫商品について

は、最終仕入原価法を採用しております。

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）

３．固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 ……… 定額法

（リース資産を除く）

無形固定資産 ……… 定額法

（リース資産を除く）

リ ー ス 資 産 ……… リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

４．引当金の計上基準

貸 倒 引 当 金 ……… 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個

別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお

ります。

賞 与 引 当 金 ……… 従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当事

業年度対応額を計上しております。

ポイント引当金 ……… 顧客に付与されたポイントの使用による費用発生に備え

るため、当事業年度末において将来使用されると見込ま

れる額を計上しております。

退職給付引当金 ……… 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における

退職給付債務の見込額に基づき、計上しております。

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（８年）による定額法により翌

事業年度から費用処理することとしております。
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役員退職慰労引当金　… 役員に対する退職慰労金の支払に備えるため、内規に基

づく当事業年度の期末要支給額を計上しております。

５．その他計算書類作成のための重要な事項

(1) 退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類にお

けるこれらの方法と異なっております。

(2) 繰延資産の処理方法

社 債 発 行 費 … 社債の償還期間にわたり利息法により償却しておりま

す。

(3) 消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理方法は税抜方式を採用しております。

〔貸借対照表に関する注記〕

１．担保提供資産及び対応債務

担 保 提 供 資 産

建 物 1,937,637千円

機 械 装 置 106千円

土 地 5,094,142千円

投 資 有 価 証 券 190,115千円

出 資 金 1,500千円

計 7,223,501千円

担保資産に対応する債務

短 期 借 入 金 1,002,950千円

１年内返済長期借入金 1,128,194千円

長 期 借 入 金 3,651,887千円

買 掛 金 12,320千円

未 払 金 559千円

計 5,795,911千円

　上記のほか、商品券の発行に関連し「資金決済に関する法律」に基づき、現金60,000

千円、投資有価証券30,108千円を供託しております。

２．有形固定資産の減価償却累計額 14,641,373千円
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３．保 証 債 務

　西淡まちつくり㈱の中小企業高度化資金借入に係る当社元取締役の兵庫県への連

帯保証について再保証をしております。

当社　元代表取締役　　佐竹　文彰 214,160千円

（注）　当社元代表取締役佐竹文彰は2015年12月４日に逝去しましたが、当該保証

債務についての手続きは行われておりません。保証が発生した場合、当社

が再保証を行います。

４．関係会社に対する金銭債権、金銭債務

短期金銭債権 84,625千円

長期金銭債権 100千円

短期金銭債務 258,721千円

〔損益計算書に関する注記〕

関係会社との取引高

営業取引による取引高

そ の 他 営 業 収 入 88,440千円

仕 入 高 2,299,686千円

販売費及び一般管理費 357,575千円

〔株主資本等変動計算書に関する注記〕

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

普 通 株 式 116,063株
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〔税効果会計に関する注記〕

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

(1) 流 動 の 部

繰延税金資産

賞 与 引 当 金 31,720千円

ポ イ ン ト 引 当 金 9,676千円

未 払 事 業 税 8,504千円

そ の 他 12,880千円

繰延税金資産合計 62,780千円

(2) 固 定 の 部

繰延税金資産

有 形 固 定 資 産 27,187千円

減 損 損 失 699,527千円

資 産 除 去 債 務 34,388千円

退 職 給 付 引 当 金 315,447千円

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 11,559千円

繰 越 欠 損 金 42,933千円

そ の 他 56,527千円

小　　　　　　計 1,187,571千円

評 価 性 引 当 額 △616,720千円

繰延税金資産合計 570,851千円

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 6,712千円

圧 縮 積 立 金 32,613千円

資産除去債務に係る除去費用 13,633千円

繰延税金負債合計 52,959千円

繰延税金資産の純額 517,891千円
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〔関連当事者との取引に関する注記〕

１．子会社等

種 類 会社等の名称
議決権の所有割合

（％）
関連当事者との関係 取引の内容

取引金額
（千円）

科 目
期末残高
（千円）

子 会 社 ㈱フレッシュデポ
所有

直接　100％
当社商品の製造
役員の兼任

商 品 仕 入 2,299,686 買 掛 金 195,596

（注）１．上記金額のうち、取引金額には消費税等を含めず、期末残高には消費税等を含

めて表示しております。

２．商品仕入の条件は、商品特性を勘案し決定しております。

２．役員及び個人主要株主等

種 類
会社等の名称
又 は 氏 名

議決権の所有割合
（％）

関連当事者との関係 取引の内容
取引金額
（千円）

科 目
期末残高
（千円）

役 員 及 び
その近親者
が議決権の
過 半 数 を
所有してい
る 会 社 等

㈲ 佐 竹 興 産
（注３）

被所有
直接　6.66％

保険料の支払
役員の兼任

保険料の支払 18,440 前払費用 2,083

役 員 及 び
その近親者

佐 竹 文 彰
（注４）

－
当社
元代表取締役

保証債務の再保証 214,160 － ―

（注）１．上記金額のうち、取引金額には消費税等を含めず、期末残高には消費税等を含

めて表示しております。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等

保険料の支払は、一般取引先と同様の条件で決定しております。

３．当社代表取締役佐竹克彦及びその近親者が100％を直接保有する会社でありま

す。

４．当社元代表取締役佐竹文彰は、2015年12月４日に逝去しましたが、当該保証債

務についての手続きは行われておりません。保証が発生した場合、当社が再保

証を行います。

〔１株当たり情報に関する注記〕

１．１株当たり純資産額 1,522円57銭

２．１株当たり当期純損失 745円60銭

（注）　当社は、2018年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を

行っております。これに伴い、当事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮

定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純損失を算定しております。
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〔重要な後発事象に関する注記〕

　（固定資産の譲渡）

　　当社は、2018年12月28日開催の取締役会において、下記のとおり固定資産の譲渡を決

議し、2019年１月18日付で売買契約を締結いたしました。

１．譲渡の理由

　当社店舗である「山越店」について、2019年３月における閉鎖を決定したことから、

資産の効率化及び財務体質の向上を図るため売却するものであります。

２．譲渡資産の内容

資 産 の 名 称 当社山越店

所 在 地 愛媛県松山市山越三丁目13番18号

資 産 の 概 要 建物　延床面積　5,992㎡（地下１階付平屋建）

現 況 店舗（山越店）

３．譲渡先の内容

　譲渡先、譲渡価格については、譲渡先との守秘義務契約により開示は控えさせてい

ただきます。なお、譲渡先は国内法人１社ですが、当社との間には、資本関係、人的

関係はなく、また当社の関連当事者には該当しません。

４．譲渡の日程

　物件引渡日　　2019年４月26日（予定）

５．当該事象の損益に与える影響

　当該固定資産の譲渡に伴い、2020年２月期において、固定資産売却益170,000千円

（概算）を特別利益として計上する見込であります。
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2019年４月18日

株式会社マルヨシセンター

取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 本 間 洋 一 

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 柴 田 直 子 

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社マルヨシセンターの2018年３月１
日から2019年２月28日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益
計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計
算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対
する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査
の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がな
いかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施する
ことを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施さ
れる。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示
のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表
明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監
査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積り
の評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、株式会社マルヨシセンター及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類
に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2019年４月18日

株式会社マルヨシセンター

取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 本 間 洋 一 

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 柴 田 直 子 

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社マルヨシセンターの2018年
３月１日から2019年２月28日までの第59期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書
類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な
虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその
附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附
属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定
し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するため
の手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びそ
の附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内
部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適
正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適
用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細
書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状
況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

当監査役会は、2018年３月１日から2019年２月28日までの第59期事業年度
の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、
審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の

実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査規程に準拠し、監査の方針、
職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎
通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の
方法で監査を実施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその

職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要
な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産
の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締
役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会
社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適
合することを確保するための体制その他株式会社及びその子会社から
成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法
施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締
役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制
システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状
況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施してい
るかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状
況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体
制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質
管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備して
いる旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告、計算書類（貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその
附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連
結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
①　事業報告は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している

ものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違
反する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め
ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び
取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当である
と認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当である
と認めます。

2019年４月19日

株式会社マルヨシセンター　監査役会

常任監査役(常勤) 多 田 好 克 

社外監査役 五十嵐　正　昭 

社外監査役 川 東 祥 次 

以　上
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株主総会参考書類

議案および参考事項

第１号議案　資本準備金の額の減少の件

　当社は、今後の柔軟かつ機動的な配当政策を実現するため、会社法

第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を270,000,000円減少

し、その減少額をその他資本剰余金に振り替えたいと存じます。

　(1) 減少する準備金の項目および額

　　　資本準備金　　　　270,000,000円

　(2) 資本準備金の額の減少がその効力を生じる日

　　　2019年７月２日

第２号議案　剰余金の処分の件

　当社は、第59期事業年度末日において535,580,391円の繰越利益剰余

金の欠損を計上しております。つきましては、会社法第452条の規定に

基づき、その他資本剰余金261,251,749円を繰越利益剰余金に振り替え

るとともに、圧縮積立金74,328,642円および別途積立金200,000,000円

を取り崩し、繰越利益剰余金の欠損を補てんいたしたいと存じます。

　(1) 減少する剰余金の項目および額

　　　その他資本剰余金　261,251,749円

　　　圧縮積立金　　　　 74,328,642円

　　　別途積立金　　　　200,000,000円

　(2) 増加する剰余金の項目および額

　　　繰越利益剰余金　　535,580,391円

　なお、当期の業績につきましては、前記事業報告に記載のとおり、

誠に遺憾ながら損失計上のやむなきにいたりましたため、第59期の期

末配当は、株主の皆様には誠に申し訳ございませんが、見送らせてい

ただきたいと存じます。
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第３号議案　取締役５名選任の件

　取締役全員（５名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりま

すので、あらためて取締役５名の選任をお願いするものであります。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番　号

氏 名
 

（生 年 月
 

日）
略歴、地位、担当および重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 の 数

１

さ

佐
たけ

竹
かつ

克
ひこ

彦

(1968年４月２日生)

1999年９月　株式会社四国トラベルサービ

ス入社

2005年９月　株式会社フレッシュデポ入社

営業開発部商品担当部長

2007年２月　当社入社執行役員外食統括部

マネジャー

2008年５月　当社取締役外食事業部マネジ

ャー

2009年３月　当社取締役商品統括部マネジ

ャー

2013年５月　当社取締役副社長

2014年５月　当社代表取締役社長（現在）

25,900株

（取締役候補者とした理由）

　佐竹克彦氏は、食品関連事業の豊富な経験を持ち、取締役として食品小売の経

験を積み、取締役副社長を経て、2014年から代表取締役社長として当社の企業価

値向上を牽引しております。また、取締役会の議長を務め、経営の重要事項の決

定に十分な役割を果たしており、今後もその優れた経営手腕から当社の持続的な

発展の実現が期待できることから、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者
番　号

氏 名
 

（生 年 月
 

日）
略歴、地位、担当および重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 の 数

２

い

伊
とう

東
えい

栄
じ

治

(1958年８月22日生)

1982年３月　当社入社

1996年２月　当社惣菜商品部マネジャー

2000年９月　当社執行役員デイリー惣菜商

品部マネジャー

2005年２月　当社執行役員営業副本部長兼

商品統括部マネジャー

2005年５月　当社取締役営業本部長

2007年５月　当社取締役副社長営業本部長

2015年３月　当社取締役副社長経営改革本

部長（現在）

3,300株

（取締役候補者とした理由）

　伊東栄治氏は、商品統括部マネジャー、営業本部長を歴任し、営業における主

導的な役割を果たし、また、現在は経営改革本部長として、経営の効率化を進め、

当社の企業価値の向上に貢献しております。その実績、これまでの豊富な業務経

験から、今後も当社の持続的な発展の実現に向け、その経営手腕が発揮されるこ

とを期待できることから、引き続き取締役候補者といたしました。

３

か

加
とう

藤
ひろ

宏
みち

道

(1957年８月27日生)

1980年４月　株式会社百十四銀行入行

2009年６月　同行明石支店長

2013年４月　当社顧問

2013年５月　当社取締役副社長管理本部長

2015年３月　当社取締役副社長ＢＯ戦略本

部長（現在）

2,500株

（取締役候補者とした理由）

　加藤宏道氏は、当社入社後、管理本部長として手腕を発揮し、現在はＢＯ戦略

本部長として営業部門の指揮を執り、優れたリーダーシップで当社の企業価値の

向上に貢献しております。その実績、これまでの豊富な業務経験から、今後も当

社の持続的な発展の実現に向け、その経営手腕が発揮されることを期待できるこ

とから、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者
番　号

氏 名
 

（生 年 月
 

日）
略歴、地位、担当および重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 の 数

４

お

小
がさ

笠
わら

原
 

　
まさ

將
 

　
ひと

仁

(1956年１月７日生)

1978年４月　当社入社

2007年２月　当社人事総務部マネジャー

2009年５月　当社執行役員人事総務部マネ

ジャー

2012年５月　当社執行役員管理副本部長

2015年３月　当社執行役員管理本部長

2015年５月　当社取締役管理本部長（現

在）

1,500株

（取締役候補者とした理由）

　小笠原將仁氏は、主に管理本部の役職を歴任し、その分野における豊富な経験

と知見を有しております。現在は、管理本部長として経理、人事総務部門の指揮

を執り、当社の企業価値の向上に貢献しております。その実績、これまでの豊富

な業務経験から、今後も当社の持続的な発展の実現に向け、その経営手腕が発揮

されることを期待できることから、引き続き取締役候補者といたしました。

５

おお

大
した

下
ひで

秀
き

樹

(1950年５月18日生)

1973年４月　等松青木監査法人（現有限責

任監査法人トーマツ）入所

1976年５月　公認会計士登録

1981年８月　公認会計士大下秀樹事務所開

設（現在）

2001年６月　高松信用金庫監事（現在）

2006年５月　当社社外監査役

2016年５月　当社社外取締役（現在）

2018年７月　税理士法人大下会計社員（現

在）

3,700株

（社外取締役候補者とした理由）

　大下秀樹氏は、公認会計士、税理士として財務および会計に関する豊富な知識

や経験を有し、当社の経営の監督機能として積極的にご意見・ご指摘をいただい

ております。今後も独立した立場から当社経営を監督していただけることが期待

できることから、引き続き社外取締役候補者といたしました。なお、同氏は、社

外役員となること以外の方法で企業経営に関与された経験はありませんが、上記

の理由により、社外取締役としての職務を適切に遂行いただけるものと判断いた

しております。

（注）１．各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

２．大下秀樹氏は、社外取締役候補者であります。
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３．大下秀樹氏は、現在、当社の社外取締役であります。その在任期間は、本総会

終結の時をもって３年であります。なお、同氏は、過去に当社の社外監査役で

あったことがあります。

４．大下秀樹氏は、株式会社東京証券取引所が定める独立役員の要件を満たしてお

り、同証券取引所に対して独立役員として届け出ております。

５．当社は、大下秀樹氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。同契約に基

づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額であります。なお、

同氏の再任が承認された場合には、当該契約を継続する予定であります。
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第４号議案　監査役１名選任の件

　監査役多田好克氏は、本総会終結の時をもって任期満了となります

ので、あらためて監査役１名の選任をお願いするものであります。な

お、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　監査役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
 

（生 年 月
 

日）
略 歴 、 地 位 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

た

多
だ

田
よし

好
かつ

克

(1950年９月19日生)

1984年10月　当社入社

1999年２月　当社経理部マネジャー

2008年５月　当社執行役員経理部マネジャー

2011年５月　当社常勤顧問

2015年５月　当社常任監査役（現在）

400株

（監査役候補者とした理由）

　多田好克氏は、当社で経理部マネジャーとして、主に財務、会計部門で手腕を発揮し、

その分野に関する豊富な経験と知識を有しております。現在は、常任監査役として中立

的な立場から客観的な意見を述べており、引き続き実効性の高い監査が期待できるもの

と判断し、監査役候補者といたしました。

（注）１．監査役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

２．当社は、多田好克氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。同契約に基

づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額であります。なお、

同氏の再任が承認された場合には、当該契約を継続する予定であります。

以　上
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株主総会会場ご案内図

●会　場　　　　　　香川県高松市国分寺町新名430番地

高松国分寺ホール

電話（087）875－0162

Ｎ

端岡

ＪＲ予讃線

33

国分寺支所前
交差点

国分寺
支所

高松国分寺ホール

11
国分寺
中学校

ＪＲ端岡駅

当社本部

至坂出市内

至
高
松
市
内

マルヨシセンター
国分寺店

●交通のご案内

※コミュニティバスご利用の場合 国分寺支所前バス停から徒歩２分

※電車ご利用の場合 ＪＲ予讃線「端岡駅」から徒歩15分

※お車ご利用の場合 国道11号線沿い国分寺支所前交差点を南へ約

50ｍ直進

駐車場：118台

地図


